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○親
医
療
助
成
の
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す 

 

○親
（ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）の
医
療
証
は
、

要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま

す
。 

①
現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
（資
格
者
）

に
制
度
・更
新
の
案
内
、
申
請
書
（現
況
届
）を
、 

11
月
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。 

②
12
月
15
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
（現
況
届
）と

次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ア
）健
康
保
険
証
の
写
し 

（イ
）資
格
審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
村
が
保
有
す
る

税
情
報
な
ど
を
閲
覧
す
る
事
に
同
意
い
た
だ
け

な
い
方
は
、
所
得
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の

平
成
25
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
（市

区
町
村
の
課
税
所
得
証
明
な
ど
で
は
平
成
26
年

度
課
税
分
と
な
り
ま
す
）の
提
出
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務
者
、

若
し
く
は
扶
養
す
る
児
童
な
ど
に
所
得
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
方
の
課
税
証
明
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
平
成
25
年
中
の
所
得
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該
当
審

査
・区
分
判
定
を
行
い
、現
在
の
医
療
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
い

た
し
ま
す
。 

※
②
（ア
）は
、国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、特
に
、

前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
医
療
助
成
制
度
、
そ
の
他
の
医
療
給
付
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。】 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
特
に

○子
助
成
と

○親
助
成
と
の
優

先
順
位
（更
新
時
期
が
異
な
る
な
ど
の
た
め
、数
か

月
単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
）が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《

○乳
と

○親
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

○乳
が
優
先
し
ま
す
。 

 

《
マ
ル
子
と
マ
ル
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 

○
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先 

 
 

○
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、

○子
が
優
先 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談 

 

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
17
日
（水
） 

○
午
前
９
時
～
11
時
30
分 

○
午
後
１
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
本
庁
舎
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（木
） 

○
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

○
午
後
１
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
相
談
費
用
】
無
料 

※
受
付
は
各
終
了
時
刻
の
30
分
前
ま
で
で
す
。 

※
母
島
の
午
前
の
部
の
み
、
事
前
予
約
制
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
予
約
受
付
期
間
】
12
月
１
日
（月
）～
10
日
（水
） 

母
島
支
所
に
ご
来
庁
の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 
  

２
―
３
１
１
２ 

       

第
32
回
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
12
月
20
日
（土
）に

父
島
で
開
催
し
ま
す
。 

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

【
競
技
日
程
お
よ
び
競
技
会
場
】 

                    

※
天
候
や
海
況
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局 

（教
育
委
員
会
事
務
局
内
）   

２
―
３
１
１
７ 

        

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ/ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/2６現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

10月気象状況   （父島） 

最高気温   29.9℃ 

最低気温   20.8℃ 

平均気温   25.5℃ 

平均湿度   80％ 

月降水量  165.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（11/1）  
 

 

             2,527人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,072人   455人 
 

 
 

  世帯      1,161    248 

ＮＯ．６３８ 

平成 26年(2014) 

１2/１(月)  
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第
42
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

 

【
日
時
】
１
月
18
日
（日
）午
前
９
時
～ 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
～
午
前
８
時
45
分 

 

※
荒
天
順
延
・予
備
日
１
月
25
日
（日
） 

【
会
場
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・西
町 

【
部
門
】《
個
人
》 

           

 
  

《
団
体
》
同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞

上
位
５
名
の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
方
法
】
一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙

を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】 

12
月
１
日
（月
）～
平
成
27
年
１
月
８
日
（木
） 

【
そ
の
他
】 

※
車
道
で
の
練
習
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。 

※
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
こ
ろ
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
競
技
終
了
（正
午
こ

ろ
）ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
走
者
へ
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】
１
部 

午
前
９
時
30
分
予
定
、 

２
部 

午
前
10
時
15
分
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

母
島
小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

  

母
島
小
中
学
校
で
は
次
の
と
お
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、
児
童
生
徒
の
安
全

の
た
め
交
通
封
鎖
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
９
日
（火
）午
後
１
時
15
分
〜
３
時
10
分 

《
予
備
日
１
》
12
月
11
日
（木
） 

 

《
予
備
日
２
》
12
月
15
日
（月
） 

【
コ
ー
ス
】 

《
４
㎞
・
６
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
ス
タ
ー
ト 
 

 
 
 

村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→

御
嶽
橋
→
村
民
会
館
前 

《
１
・２
・３
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
５
分
ス
タ
ー
ト 

 
 
 

村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→

御
嶽
橋
→
村
民
会
館
前 

 
※
小
学
１
，
２
年
生
は
、
校
庭
を
使
用
し
て
３
分

間
走
お
よ
び
５
分
間
走
を
実
施 

 

●
問
合
せ
先 
母
島
小
中
学
校 

 

３
―
２
１
８
１ 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
 

３
―
２
１
８
２ 

 

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請 

 

農
業
委
員
会
を
構
成
す
る
農
業
委
員
は
、
農
業
者
が

直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ぶ
公
選
制
で
す
。
農
業
委
員
の

選
挙
権
な
ど
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
農
業
委
員
会
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

選
挙
人
名
簿
は
そ
の
基
準
を
満
た
し
た
農
業
者
か

ら
の
申
請
を
も
と
に
毎
年
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
用
紙
に
該
当

事
項
を
記
入
し
、農
業
委
員
会
事
務
局
（産
業
観
光
課

内
）ま
た
は
母
島
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
請
で
き
る
方
】 

① 

小
笠
原
村
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
（
平
成 

27
年
３
月
31

日
現
在
）
で
、
耕
作
面
積
が 

10
ア
ー
ル
（１
千
㎡
）以
上
の
方 

② 

①
の
同
居
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方 

③ 

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員
で
年

間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方 

【
申
請
期
限
】
１
月
13
日
（火
） 

【
そ
の
他
】 

新
た
に
就
農
し
申
請
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申

請
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 

す
で
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
12
月
中
に
申
請
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
事
務
局 

（産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

 
         

２
―
３
１
１
４ 

 

所
得
税
（国
税
）源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ 

 

◎
年
末
調
整
な
ど
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催 

  

給
料
（賃
金
）や
利
子
・配
当
、
退
職
金
、
弁
護
士
・

税
理
士
な
ど
へ
報
酬
な
ど
を
支
払
う
個
人
お
よ
び
法

人
（源
泉
徴
収
義
務
者
）は
、
支
払
を
す
る
際
に
所
定

の
方
法
で
所
得
税
（国
税
）を
計
算
し
て
支
払
う
金
額

か
ら
差
し
引
き
、
税
務
署
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

ま
た
、
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
１
年
間
の
支
払
金

額
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
法
定
調
書
を
作
成
し
、
税

務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
給
与
の
源
泉
徴
収
義
務
者
が
、
従
業
員
の

一
年
間
の
収
入
等
か
ら
そ
の
年
の
所
得
税
を
計
算
・

確
定
し
、
給
与
か
ら
天
引
き
し
た
所
得
税
の
合
計
金

額
と
精
算
（年
末
調
整
）す
る
こ
と
で
従
業
員
の
所
得

税
の
納
税
が
完
結
し
ま
す
（し
た
が
っ
て
、給
与
所
得

者
の
多
く
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
）。
そ
の
際
、
受
給
者
に
は
「源
泉
徴
収
票
」を
交

付
し
、
受
給
者
の
住
所
地
（平
成
27
年
１
月
１
日
現

在
）の
市
区
町
村
に
は
「給
与
支
払
報
告
書
」を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ら
の
交
付
や
提
出
は
、
平
成
27
年
２
月
２
日

（月
）ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
源
泉
徴
収
義
務
者
が
行
う
事
務
手
続
き

に
関
す
る
、
芝
税
務
署
に
よ
る
説
明
会
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
内
容
】
年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成
に

つ
い
て 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
11
日
（木
）午
前
９
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
12
日
（金
）午
後
２
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

な
お
、
源
泉
徴
収
、
年
末
調
整
で
使
用
す
る
用
紙

や
届
出
書
、
法
定
調
書
な
ど
の
書
類
や
手
引
き
、
源

泉
徴
収
税
額
表
な
ど
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ
」

（http
://w

w
w

.n
ta

.g
o.jp

/g
e
n

se
n

/in
d
ex

.h
tm

）
か

ら
入
手
で
き
ま
す
（複
写
式
の
「給
与
支
払
報
告
書
」

は
、
村
の
窓
口
配
布
の
み
で
す
）。 

 

●
問
合
せ
先 

芝
税
務
署 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

年
末
調
整
の
仕
方
な
ど
国
税
に
関
す
る
一
般

的
な
ご
相
談
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「１
」を

押
し
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

個
別
の
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
自
動
音
声
案
内

に
従
い
「２
」を
押
し
、
次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。 

 

【
年
末
調
整
関
係
（源
泉
所
得
税
担
当
）】 

 
 

内
線 

３
０
３
２
～
３
０
３
５ 

 

【
法
定
調
書
関
係
（管
理
運
営
第
１
部
門
）】 

 
 

内
線 

１
０
０
３
・１
０
０
４ 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

（第
３
回
） 

 
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し 

て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 
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【
事
業
名
】
平
成
26
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事 

 
 
 
 

 

 
業
（第
３
回
） 

【
募
集
期
間
】
12
月
１
日
（月
）～
26
日
（金
）ま
で 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・会
則
・名
簿
な
ど
の
あ
る
団
体
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島 

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は

２
０
０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
平
成
27
年
11
月
30
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
そ
の
他
】
採
択
さ
れ
た
場
合
、
事
業
実
施
後
に
実
績

報
告
や
５
年
間
の
事
業
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

  

12
月
は
、
固
定
資
産
税
（第
３
期
）お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（第
３
期
）の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
は
、
12
月
25
日(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
５
日(

月)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

  

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い 

  

村
で
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の

適
正
な
課
税
の
た
め
、
土
地
・家
屋
・償
却
資
産
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

調
査
は
、主
に
土
地
・家
屋
の
利
用
状
況
や
償
却
資

産
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
調
査
員
は
必
要
に
応
じ
て
敷
地
内
に
立
ち

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

  

２
―
３
１
１
２ 

 

第
５
回
教
育
委
員
会 

  

教
育
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
平
成
26
年
第
５
回
教
育
委
員
会
】 

《
日
時
》
12
月
15
日
（月
）午
後
４
時
30
分
～ 

《
場
所
》 

○
小
笠
原
村
役
場
第
２
庁
舎
２
階
会
議
室 

 
 

○
母
島
支
所
２
階
会
議
室
（Ｔ
Ｖ
会
議
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
実
施
日
程
】
12
月
９
日
（火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

年
末
年
始
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施 

  

今
年
の
年
末
年
始
も
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ

マ
ル
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
幼
鳥
の
巣
立
ち
に
配

慮
し
た
上
で
、
点
灯
を
開
始
し
ま
す
。 

【
期
間
】
平
成
27
年
１
月
20
日(

火)

ま
で 

【
時
間
】
午
後
５
時
～
10
時 

 

※
12
月
24
日(

水)

、
25
日(

木)

お
よ
び
31
日(

水)

は
、
午
前
０
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
年
末
年
始
の
運
行
】 

 

村
営
バ
ス
は
、
12
月
28
日
（
日
）
～
平
成
27
年 

１
月
３
日
（土
）ま
で
の
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し

ま
す
。 

 
な
お
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所
に
掲
示
し
、

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
に
も 

お
っ
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

  

小
笠
原
村
任
期
付
職
員
募
集 

                             

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収
（父
島
） 

 

【
回
収
日
】
12
月
10
日
（水
） 

 

粗
大
ご
み
の
回
収
は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
で
す
。 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、
「ご
み
の
分
け

方
・出
し
方 

父
島
版
」を
ご
覧
に
な
る
か
、
村
役
場
建

設
水
道
課
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
込 

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
26
日
（金
）ま
で
に
、

必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

任期:平成27 年4 月1日~平成28 年 3月 31 日 

（任期の更新はありません） 

職種 
募集

人数 
年齢要件 要免許 配属先 

申込

締切 
選考日 

保育士 1 名 
昭和30年 4 月2 日

以降生れ 

保育士免許 

保育士登録 
母島保育園 

1/15

（木） 
1/31 

介護員 5 名 
昭和30年 4 月2 日

以降生れ 

ヘルパー 

2 級以上 

福祉事業所 

（太陽の郷） 

1/15

（木） 
1/31 

詳しくは選考要項をご覧ください。 

選考要項は、村ホームページにも掲載しています。 

 問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 

 



  NO．638   平成 26（2014）年 12 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-4- 

   

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の 

入
林
受
付
お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
６
日
（土
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ

の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習

は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１

時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 ２
―
２
１
０
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
新
規
利
用
講
習
会

（ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
向
け
） 

 
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
（国
有
林
）の
指
定
ル
ー
ト

を
、
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
な
ど
と
し
て
利

用
さ
れ
る
方
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
規
講
習
は
、
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者

と
し
て
今
後
指
定
ル
ー
ト
（南
島
、
石
門
を
除
く
）を

利
用
す
る
予
定
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
お
、
ガ
イ
ド
と
し
て
南
島
お
よ
び
石
門
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
別
途
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習

の
受
講
が
必
要
で
す
。 

◎
新
規
講
習
受
付 

 

【
受
付
期
間
】
１
月
５
日
（月
）～
16
日
（金
）ま
で 

（土
日
祝
祭
日
を
除
く
） 

 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
で 

 
 
 
 

 

（昼
休
み
時
間
を
除
く
） 

【
受
付
方
法
】 

 
 

受
付
期
間
内
に
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
証

明
で
き
る
書
類
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
母
島
の
方
は
、
電
話
で
連

絡
の
う
え
、
証
明
書
類
お
よ
び
印
鑑
を
講
習
会
当

日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
講
習
日
時
》
２
月
７
日
（土
） 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分 

 

《
場
所
》
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
講
習
日
時
》
２
月
19
日
（木
） 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

な
お
、
更
新
講
習
に
つ
い
て
は
別
途
行
い
ま
す
。 

対
象
者
（
講
習
修
了
証
の
有
効
期
間
が
平
成
27
年 

３
月
ま
で
の
者
）に
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

二
見
港
の
施
設
の
一
部
閉
鎖 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
港
湾
施
設
機
能
お
よ
び
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
岸
壁
延
伸
や
日
除
け
施
設

の
整
備
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
工

事
期
間
中
は
、
安
全
確
保
の
た
め
作
業
区
域
周
辺
を 

一
部
閉
鎖
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「お
知
ら
せ(

工
事
情
報
な
ど)

」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
二
見
港
船
客
待
合
所
ク
ジ
ラ
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
付
近
・連
絡
通
路
の
一
部
お
よ
び
は
は
じ
ま
丸

休
憩
所
付
近 

【
期
間
】
12
月
上
旬
～
３
月
下
旬
（
予
定
） 

                        
●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
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u
m

u
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e
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k

y
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o
g
a
sa

w
a
ra

/in
d
ex

.h
tm

 
    

第
４
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
・お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
次
の
内
容
で
開
講

い
た
し
ま
す
。 

◎
第
４
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー 

 

【
内
容
】
島
し
ょ
地
域
に
お
け
る
産
地
形
成
と
販
売

戦
略
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
堆
肥
の
生
産
と
利

用
（営
農
情
報
） 

【
講
師
】
株
式
会
社
ア
イ
フ
ァ
イ 

代
表
取
締
役 

千
田
良
仁(

東
京
大
学
特
任
研
究
員) 

 

東
京
都
農
業
振
興
事
所
振
興
課 

技
術
総
合
調
整

係
係
長 

大
浦
知
行 

【
開
講
日
】 

《
父
島
》
12
月
５
日
（金
）午
後
２
時
30
分
～ 

《
母
島
》
12
月
６
日
（土
）午
後
４
時
30
分
～ 

【
場
所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
２
階
会
議
室 

【
対
象
者
】
農
業
者 

【
申
し
込
み
】
12
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
か 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
今
後
の
予
定
】 

《
１
月
》
農
業
経
営 

《
２
月
》
食
品
加
工 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 
 
 
 

 

２
―
２
５
６
５ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
・遊
歩
道
の
通
行
止
め 

 

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を

行
な
い
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
除

き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 
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な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
作
業
期
間
中
、
一
部

の
日
程
に
お
い
て
、
遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定 

ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
し
て
作
業
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
期
間
】
12
月
９
日
（火
）～
16
日
（火
） 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
入
港
日
は
午
前 

11
時
30
分
ま
で 

 

【
作
業
区
域
】
作
業
期
間
中
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ

か
ら
巽
湾
側
に
小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
夜
明
け
道
路

お
よ
び
屏
風
谷
か
ら
小
港
園
地
ま
で
の
沿
道
そ
の
周

辺
山
域
（住
宅
地
を
除
く
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

 

①
巽
道
路
終
点
か
ら
躑
躅
山
植
栽
地
分
岐
ま
で
の

指
定
ル
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

12
月
９
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

12
月
15
日
（月
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
か
ら
西
海
岸
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

12
月
14
日
（日
） 

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③
コ
ペ
ペ
～
小
港
遊
歩
道 

 
 
 
 

12
月
13
日
（土
） 

④
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

12
月
16
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
15
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 
海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
第
15
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・海
上
保
安
庁
図

画
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会
の
開
催 

 

小
笠
原
村
父
島
・
母
島
の
小
中
学
校
の
生
徒
が
今

年
も
「未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」を
テ
ー
マ
に
沢
山
の

作
品
を
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
展
示
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。 

【
展
示
期
間
】
12
月
10
日
（水
）～
19
日
（金
）ま
で 

【
展
示
会
場
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
展
示
室 

【
展
示
作
品
数
】
１
２
２
枚 

※
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
使
用
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
展
示

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
開
催 

 

◎
第
39
回
「流
れ
星
を
見
よ
う
！
」 

 

三
大
流
星
群
の
一
つ
、
ふ
た
ご
座
流
星
群
が
今
年
も

や
っ
て
く
る
よ
。
１
分
に
１
個
く
ら
い
は
流
れ
星
が
見

え
る
ん
だ
っ
て
！
全
部
で
い
く
つ
見
え
る
か
な
？ 

【
日
時
】
12
月
14
日
（日
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
12
月
12
日
（金
）ま
で 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

 

「コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
応
援
講
座
」の
開
催 

 

大
人
の
た
め
の
体
育
教
師
「関
口
智
弘
氏
」を
内
地

よ
り
お
呼
び
し
、
日
常
生
活
を
楽
に
、
仕
事
を
バ
リ

バ
リ
と
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
お
勧
め
の

講
座
を
左
記
の
と
お
り
開
講
し
ま
す
。
運
動
を
と
お

し
た
身
体
の
機
能
を
改
善
し
て
み
て
は
い
か
が
で 

し
ょ
う
。 

【
講
師
】
関
口
智
弘
（せ
き
ぐ
ち 

と
も
ひ
ろ
） 

企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
筋
肉
か
ら
変
え

て
い
く
、
右
脳
を
使
い
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
仕
事
効
率
術
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
た

め
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
、
全

国
各
地
で
実
践
指
導
を
し
て
い
る
。 

申
込
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（当
日
現
地
申
込
み
可
） 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
９
日
（火
）午
後
２
時
～
４
時 

《
場
所
》
支
所
大
広
間 

《
持
ち
物
》
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装 

《
申
込
・問
合
せ
先
》母
島
明
老
会
３
―
７
３
７
３ 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
14
日
（日
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

（受
付
：
午
後
１
時
） 

《
場
所
》
お
ま
つ
り
広
場
（
雨
天
時
）
地
域
福
祉 

セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

《
持
ち
物
》
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た

服
装
、
上
履
き
（雨
天
時
の
み
） 

※
本
事
業
は
社
会
福
祉
法
人
明
老
会
が
行
う
介
護
予

防
体
操
教
室
事
業
の
一
環
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

父
島
明
老
会
２
―
３
９
３
９ 

 

消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
者
向
け
講
習

会
の
開
催 

 

消
費
税
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
て
、
消
費
税
を
円
滑

に
転
嫁
で
き
る
か
ど
う
か
は
中
小
企
業
者
に
と
っ
て

大
き
な
懸
念
事
項
の
一
つ
で
す
。 

平
成
25
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
、
消
費
者

や
取
引
先
へ
の
消
費
税
の
転
嫁
を
円
滑
か
つ
適
正
に

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「買
い
た
た
き
」や
「減

額
」な
ど
の
行
為
を
禁
止
す
る
「消
費
税
転
嫁
対
策
特

別
措
置
法
」の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
講
師
】
中
小
企
業
庁
消
費
税
転
嫁
対
策
室
担
当
官 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
５
日
（金
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
６
日
（土
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 



  NO．638   平成 26（2014）年 12 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
10
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
11
日
（木
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、日
、祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先
・予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催 

  

恒
例
の
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
・

寄
付
物
品
を
募
集
し
ま
す
。 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。（申
込

不
要
、
売
上
の
一
部
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
） 

【
日
時
】
12
月
６
日
（土
） 

午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 

２
―
２
４
８
６ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
19
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 ０

３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間 

 

都
と
区
市
町
村
で
は
、
安
定
し
た
税
収
確
保
と
納

税
義
務
の
公
平
性
確
保
を
目
指
し
て
、
12
月
を 

「オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間
」と
位
置
づ

け
、
都
と
区
市
町
村
が
連
携
し
た
広
報
や
催
告
に
よ

る
納
税
推
進
、
差
押
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
な

ど
の
滞
納
処
分
な
ど
、
多
様
な
徴
収
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
12
月
の
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
、
午
前 

８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

 
12
月
28
日
（
日
）
～
１
月
11
日
（
日
）
ま
で
毎

日
開
館
し
ま
す
。
ま
た
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
、

夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
掲
示
板
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】
「ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
」～
漂
流
の
波
か
ら
時

代
の
波
へ
“
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
”
開
催
中 

 
 

ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生
涯
、
小
笠
原
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
新
館
】
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、
沖

ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島 

開
催
中 

 
 

火
山
列
島
の
硫
黄
三
島
、日
本
最
南
端
の
「沖
ノ

鳥
島
」最
東
端
の
「南
鳥
島
」そ
し
て
去
年
11
月
か

ら
噴
火
活
動
の
続
く
「西
之
島
」な
ど
魅
力
あ
る
小

笠
原
の
島
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
講
演
会
】
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
は
元
気
で
す
か
？

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

《
日
時
》
12
月
15
日
（月
）午
後
７
時
30
分
よ
り 

《
内
容
》
と
き
ど
き
見
か
け
る
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
、
な
ん
と
な
く
印
象
の
薄
い
鳥
「オ
ガ
サ
ワ

ラ
ノ
ス
リ
」増
え
て
る
の
？
減
っ
て
る
の
？
ど

ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
？
地
元
研
究
者

が
コ
ツ
コ
ツ
集
め
た
デ
ー
タ
を
、
映
像
を
ま
じ

え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

《
講
演
者
》
千
葉
夕
佳 

《
主
催
》(

公
財)

東
京
都
公
園
協
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（ボ

ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 
 

父
島
・
母
島
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル 

ギ
ー
発
電
設
備
の
連
係
に
関
す
る
説
明
会 

 

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の

導
入
に
と
も
な
い
、
太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
電
力
系
統
へ
の
接
続

申
込
み
が
増
加
し
て
お
り
、父
島
・母
島
に
お
け
る
電

力
系
統
の
概
要
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
続
状

況
、
接
続
可
能
量
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

 

《
母
島
》
12
月
４
日
（木
）午
後
６
時
～
７
時 

 

《
父
島
》
12
月
５
日
（金
）午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】 

 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

《
父
島
》
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
第
一
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
電
力
株
式
会
社
小
笠
原
事
務
所 

２
―
２
４
３
０ 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
大
募
集 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
日
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日
（水
）午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃 

②
12
月
31
日
（水
）午
後
10
時
～
翌
午
前
１
時
頃 

③
１
月
１
日
（木
）午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
頃 

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
ほ
か 

【
時
給
】
１
千
円
～
１
千
５
０
０
円 

【
募
集
締
切
】
決
定
次
第
、
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

平
成
27
年
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
武

道
始
式
の
開
催 

 

次
の
と
お
り
小
笠
原
警
察
署
武
道
始
式
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
平
成
27
年
１
月
４
日
（日
）午
後
２
時
か
ら 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

体
育
館 

※
車
で
の
ご
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
Ｃ
デ
ッ
キ
２
等
船
室

の
利
用 

 

小
笠
原
海
運
で
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
で
上
京
ま
た
は

帰
島
さ
れ
る
村
民
の
方
で
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由

な
方
、
妊
婦
の
方
な
ど
航
行
中
に
船
内
で
不
安
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
、
Ｃ
デ
ッ
キ
２
等
船
室
（Ｃ
―
３
）

の
席
の
利
用
に
つ
い
て
、
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

 

船
内
で
ト
イ
レ
・
洗
面
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
使
用
の 

際
、
階
段
を
使
わ
ず
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
Ｃ
―
３

客
席
の
手
前
通
路
側
を
確
保
い
た
し
ま
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
乗
船
日
の
前
日
ま
で
に
窓

口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
（父
島
出
港
便
） 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
海
運
（株
）本
社 

０
３
―
３
４
５
１
５
１
５
７ 
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専
門
診
療 

 

◎
小
児
科 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
10
日
（水
）午
後
２
時
診
察
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
12
日
（金
）午
前
10
時
診
察
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
11
時
ま
で 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

◎
産
科
・婦
人
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
11
日
（木
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
15
日
（月
）～
18
日
（木
） 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

予
約
制
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
予
約
の
調
整
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、電
話
ま
た
は
来
所
く
だ
さ
い
。

予
約
は
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）午
後
１
時
30
分
～

５
時
の
間
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

尚
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の
実
施

に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 
        

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

        

    
 乳

幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

  

今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、お
手
数
で
す
が
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
11
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
前
９
時
～
10
時
30
分
、 

午
後
１
時
45
分
～
２
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
12
日
（金
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
12
月
17
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

雨
天
の
場
合
、
室
内
運
動
に
な
り
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

定
期
予
防
接
種 

 

12
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

○
12
月
４
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

○
12
月
25
日
（木
）午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

○
12
月
４
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

○
12
月
25
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（予
約
不
要
）】 

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

○
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

     

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
20
回
「襲
お
う
か
、
守
ろ
う
か
」 

 

 

火
山
列
島
で
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
の
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、
シ
マ
ハ
ヤ
ブ
サ
と
い

う
ハ
ヤ
ブ
サ
の
亜
種
が
い
ま
し
た
。 

 

父
島
や
母
島
を
含
む
小
笠
原
群
島
で
は
、
ハ
ヤ
ブ

サ
は
稀
な
冬
鳥
で
す
。
ハ
ヤ
ブ
サ
は
、
南
極
と
北
極

圏
を
除
く
世
界
中
に
分
布
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
分

１２月の燃料油価格変動調整金 
 

 １２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，４８８ （+1,194） 

２  等  品 ８，８９６ （+1,120） 

３  等  品 ８，３０３ （+1,045） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９５１ （+120） 

０．０７５トン以下 ７１６ （+90） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，８１０ （+930） ２，４１０ （+470） 

１ 等 ９，６２０ （+1,860） ４，８１０ （+930） 

村民割引 
（往復）２等 ５，７８０ （+1,120） ２，８９０ （+560） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２６，３５０ （+3,140） １３，１８０ （+1,570） 

特 ２ 等 ３９，５１０ （+4,700） １９，７７０ （+2,360） 

１ 等 ５２，７１０ （+6,270） ２６，３６０ （+3,140） 

特 １ 等 ６０，９４０ （+7,250） ３０，４８０ （+3,630） 

特 等 ６５，９６０ （+7,850） ３２，９９０ （+3,930） 

２等（学割） ２１，０９０ （+2,520）  
２等 

（身体障害者割引） １３，１８０ （+1,570）  ６，６００ （+790） 
村民割引 
（往復）２等 ３９，５３０ （+4,710） １９，７８０ （+2,360） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １７，０４５ （＋1,407） 

２  等  品 １５，８６８ （＋1,310） 

３  等  品 １４，５９７ （＋1,205） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，７０８ （＋141） 

０．０７５トン以下  １，２７１ （＋105） 
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布
を
持
ち
な
が
ら
、
小
笠
原
群
島
に
は
進
出
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。 

 

小
笠
原
群
島
は
、
四
千
万
年
以
上
前
の
噴
火
で
で

き
た
島
で
す
。こ
れ
に
対
し
、火
山
列
島
の
歴
史
は
、

せ
い
ぜ
い
数
百
万
年
で
す
。
ノ
ス
リ
は
、
火
山
列
島

出
現
前
に
小
笠
原
群
島
に
定
着
し
、
火
山
列
島
に
は

分
布
を
広
げ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

             

そ
の
一
方
で
、
ハ
ヤ
ブ
サ
は
ノ
ス
リ
が
い
た
小
笠

原
群
島
に
は
定
着
で
き
ず
、
猛
禽
類
が
い
な
い
火
山

列
島
に
進
出
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

ノ
ス
リ
が
ハ
ヤ
ブ
サ
の
分
布
拡
大
を
阻
止
し
た
と
い

う
わ
け
で
す
。 

 

小
笠
原
群
島
で
は
、
ノ
ス
リ
以
外
の
猛
禽
類
は
、

少
数
が
冬
鳥
と
し
て
訪
れ
る
だ
け
で
す
。
ノ
ス
リ
の

お
か
げ
で
、他
の
猛
禽
類
は
定
着
で
き
な
い
の
で
す
。 

 

も
し
ノ
ス
リ
が
絶
滅
し
た
ら
、
他
の
猛
禽
類
が
定

着
す
る
で
し
ょ
う
。
捕
食
者
が
変
わ
れ
ば
、
捕
食
さ

れ
る
動
物
も
変
わ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ア

カ
ポ
ッ
ポ
な
ど
、
希
少
な
鳥
が
狙
い
撃
ち
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思
う
と
、
ノ
ス
リ
は
鳥
を
襲

う
一
方
で
、
他
の
猛
禽
類
か
ら
守
っ
て
い
る
側
面
も

あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
小
笠
原
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
や
っ
て
き
ま
し
た 

  

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
初
ク
ジ
ラ

が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
初
ク
ジ
ラ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。 

 

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
発
見
は
11
月
13
日
。
父
島

の
東
側
に
あ
る
東
島
と
巽
島
の
間
で
、
２
頭
の
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
と
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
の
初
ク
ジ
ラ
は
11
月
21
日
で
し
た
の
で
、

一
週
間
ほ
ど
早
い
発
見
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
翌
日
も
同
じ
場
所
で
発
見
さ
れ
、
16
日
に
は

瓢
簞
島
付
近
で
、
18
日
に
は
弟
島
の
西
側
で
の
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

同
じ
ク
ジ
ラ
が
付
近
に
留
ま
っ
て
い
た
の
か
、
そ

れ
と
も
違
う
ク
ジ
ラ
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

い
よ
い
よ
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
で
す
。早
速
、

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「鯨
の
ぼ
り
」を
掲
げ
て

い
ま
す
の
で
、
一
足
早
い
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

            

     

そ
ん
な
中
で
気
に
な
る
の
が
、
去
年
の
年
末
か
ら

毎
日
の
よ
う
に
滝
之
浦
で
可
愛
い
姿
を
見
せ
て
く
れ

た
子
ク
ジ
ラ
「タ
ッ
キ
ー
」。
今
年
も
や
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
？
一
般
的
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
授
乳
期

間
は
10
か
月
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
母
ク
ジ
ラ

と
一
緒
に
戻
っ
て
く
る
か
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。 

 

ま
だ
ま
だ
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
毎
年
12
月
か
ら
５
月
末
ま
で
、
定

点
観
測
を
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
行
い
ま
す

(

荒
天
時
や
海
況
不
良
の
と
き
は
中
止)

。 

 

こ
れ
か
ら
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
次
の
よ
う
な
自
主 

ル
ー
ル
に
基
づ
く
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ま

れ
る
際
は
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観

察
で
き
る
よ
う
に
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
自
主
ル
ー
ル
】 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
を
減
速
水
域
と
す

る
。 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
に
は
、
こ
ち
ら
か

ら
侵
入
し
な
い
。 

○
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
163 

 
◎
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
終
了
間
近 

 

今
シ
ー
ズ
ン
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣
数
は
、

産
卵
シ
ー
ズ
ン
当
初
よ
り
お
伝
え
し
て
い
た
と
お
り
、

毎
年
記
録
を
更
新
し
て
い
た
２
０
１
１
年
か
ら
２
０

１
３
年
ま
で
の
過
去
３
年
間
よ
り
も
少
な
く
な
り
そ

う
で
す
。
調
査
は
ま
だ
終
了
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
産
卵
巣
数
は
昨
シ
ー
ズ
ン
１
９
７
９
巣

の
半
分
に
も
届
か
な
い
結
果
と
な
り
そ
う
で
す
。 

あ
と
も
う
ひ
と
息
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
た
今 

シ
ー
ズ
ン
の
調
査
で
す
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
も
終
わ

る
こ
の
時
期
の
調
査
に
は
様
々
な
困
難
が
伴
い
ま
す
。 

ふ
化
が
終
わ
っ
た
全
て
の
卵
の
殻
を
掘
り
出
す
作

業
か
ら
始
ま
る
の
で
す
が
、
寒
さ
と
の
戦
い
に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
卵
の

殻
を
指
先
の
感
覚
を
頼
り
に
砂
か
ら
選
別
す
る
た
め

素
手
で
作
業
し
ま
す
が
、
日
が
照
ら
な
い
浜
辺
で
は

手
を
震
わ
せ
な
が
ら
穴
を
掘
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
掘
り
出
し
た
卵
の
殻
の
中
に
は
何
ら
か
の
原

因
で
ふ
化
で
き
ず
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
卵
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
死
卵
を
一
つ
一
つ
割
っ
て
中
を
確
認
し
分

類
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
死
卵
が
放
つ
悪
臭
に

も
耐
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
巣
穴
で

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
食
し
て
い
た
ス
ナ
ガ
ニ
に
突
然
指

を
挟
ま
れ
る
こ
と
や
、
ア
リ
に
噛
ま
れ
強
烈
な
痛
み

に
襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

そ
う
し
た
調
査
も
、
台
風
の
影
響
な
ど
で
母
島
列

島
・聟
島
列
島
で
の
ふ
化
率
調
査
に
つ
い
て
は
ま
だ

実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
島
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
や
そ
の
他
大
勢
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

今
年
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。 

調
査
の
最
終
結
果
は
今
年
度
末
に
開
催
予
定
の

「ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 
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保健師：今月号は、父島診療所の笠井先生と森看護師にご協力をいただきました。 

クジラ：実はまだ予防接種を受けていないのだけど、もう打たなくても平気かなー？  

笠井先生：去年のインフルエンザのピークは 3 月 4 月で、約 200 名の方が（特に子ども）罹患

し、辛い思いをされました。予防接種の効果が出るのは 2 週間から 4 週後と言われて

いますので、まだ間に合います！ 

接種については診療所（父島：2－3800 母島：3－2115）にお問い合わせ下さい。 

森看護師：もちろん、手洗い・うがいで根本から予防することも忘れずに！！！ 

クジラ：わかりました。これから予防接種をして、手洗いうがいも続けていきます！ 

保健師：まずは予防が大切ですね！診療所の皆さま、ご協力ありがとうございました。 

 
 

                                

                                 

                                 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

かぜとインフルエンザはここが違う！ 

 かぜ（普通感冒） インフルエンザ 

発症時期 １年を通じ散発的 冬季から春先に流行 

主な症状 上気道症状 全身症状 

症状の進行 緩徐 急激 

発熱 通常は微熱（37～38度） 高熱（38度以上） 

主症状 くしゃみ・鼻水・鼻づまり・咽頭痛 咳・咽頭痛・鼻水・全身倦怠感・食欲不振・関節痛・

筋肉痛・頭痛・腹痛・下痢・嘔吐 

原因ウイルス アデノウイルス・コロナウイルスなど インフルエンザウイルス 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）で

す。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係― 

―  第１７８号― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

まずは診療所にお電話を！ 

診療所では他者への感染をできる限り防ぐために、入

口が異なる外来を開設しています。そのため直接受付

へ来ることは避けていただいています。 

まずは、電話にてご相談下さい。 

 

発熱してすぐの場合、陽性か陰性か、正しく判断できないこと   

があります。 

電話相談時、検査が必要な場合は、発熱後 12 時間以上

経過した上での受診をお勧めしています。 

症状がひどく、緊急を要する場合はすぐに受診するべき

ですが、そうでなければ症状が現れてから、12時間経

ってからの受診が良いでしょう。 

 

方法：鼻にめん棒を入れて、ウイルス検体を 

とります。 

結果が分かるのは５～15分後です。 

かぜとインフルエンザはココが違う！ 

インフルエンザかも・・・と思ったら 

 

インフルエンザの検査はいつするの？ 

 

熱が下がっても、2日間は他者との接触は避けてください。 

（感染力が残っています） 

＊お子様に関しては学校感染症予防法により登校・登園はできません。 

＊登校できる目安は、発症後5日かつ解熱後2日（未就学児は3日）

ですが、医師の指示にしたがってください。 

 

インフルエンザが治ったあとは？ 

 

 

 タミフル イナビル 

服用方法 粉薬 

１日２回、５日間 
吸入薬 

１回のみ 

副作用 意識障害・異常行動 

腹痛・下痢・吐き気 
息切れ・蕁麻疹 

めまい 

対象年齢 5歳未満 (吸入が難しいため)） 

また、10代への投与は禁忌 
５歳以上 

診療所にはタミフル・イナビルの２種類があります。ただし、その効果

はインフルエンザの症状が出始めてからの時間や病状により異なりま

すので、使用する・しないは医師の判断になります。 

 

抗インフルエンザ薬って？  

 

重症化：水分・食事が取れない、意識がボーっとしている、 

呼吸が苦しそう、な時。 

受診前・受診後を問わず、上記の症状がありましたら、すぐ

に電話で診療所に相談してください。 

重症化に注意 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://e-poket.com/illust/maki/maki150.htm&ei=sJ1qVKWKNsa9mgX9nIDQAg&bvm=bv.79908130,d.dGY&psig=AFQjCNFvR6JW5lUok6RYRpcpfy-TtI2pnA&ust=1416359658978050


　　　　出港日 　　　　入港日

不動産登記官による登記相談予約受付期間（～１０） 小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

第42回小笠原ロードレース大会申込期間（～１/８） 施　設

地域振興に係る補助事業（第３回）募集期間（～２６） 不動産登記官による登記相談（父島）  月　日

2 火 ヘルスアップ教室（父島） 12/26（金） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

3 水 ノヤギ駆除 27（土） 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 休 休

　　　　入港日 不動産登記官による登記相談（母島） 28（日） 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 休 休

粗大ごみ収集（母島） 29（月） 休 休 休 休 平常通り 休 事前予約分のみ

再生可能エネルギー発電設備の連係に関する説明会（母島） 30（火） 休 休 休 休 平常通り びん・ペットボトル 事前予約分のみ

定期予防接種 　　　　出港日 31（水） 休 休 休 休 平常通り 休 休

第４回農業者セミナー開講（父島） 電話による無料法律相談 １/ １（木） 休 休 休 休 平常通り 休 休

消費税転嫁対策事業者向け講習会の開催（父島） ２（金） 休 休 休 休 平常通り 休 休

再生可能エネルギー発電設備の連係に関する説明会（父島） 第32回父母交流スポーツ大会 ３（土） 休 休 休 休 平常通り 休 休

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島） ４（日） 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 休 休

第４回農業者セミナー開講（母島） ５（月） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

消費税転嫁対策事業者向け講習会の開催（母島） 高校図書館開放

福祉バザーの開催 ※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前に建設水道課（２―３１１５）への申請が必要です。

　　　　出港日 　年内にクリーンセンターへの持ち込みを希望される方は、１２月２６日（金）までにお申し込みください。

高校図書館開放 　　　　入港日 ※ごみの回収は、１月６日（火）から平常どおりとなります。

8 月 ノヤギ駆除

行政相談所の開設
母島小中学校ロードレース大会

「ココロとカラダの応援講座」の開催（母島）

巽道路終点から躑躅山植栽地分岐までの指定ルート通行止め 施　設 路 線

　　　　入港日  月　日  月 日

今年最後の粗大ごみ回収日（父島） 12/26（金） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 12/26（金） 平常通り 平常通り

第15回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール展示会の開催（～１９） 27（土） 休 休 平常通り 平常通り 休 休 27（土） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

東京三弁護士会による法律相談（母島） 　　　　出港日 28（日） 休 休 休 平常通り 休 休 28（日） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

専門診療（小児科）父島 固定資産税・後期高齢者医療保険料（第３期）の納期期限 29（月） 休 休 休 平常通り 平常通り 29（月） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

年末調整などに関する説明会（父島） 定期予防接種 30（火） 休 休 休 平常通り 平常通り 30（火） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

東京三弁護士会による法律相談（父島） 31（水） 休 休 休 平常通り 平常通り 31（水） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

専門診療（産科・婦人科）母島 １/ １（木） 休 休 休 休 休 １/ １（木） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

乳幼児健診・歯科健診（父島） ２（金） 休 休 休 平常通り 平常通り ２（金） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

乳幼児健診・歯科健診（母島） ３（土） 休 休 休 休 休 ３（土） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

年末調整などに関する説明会（母島） ４（日） 休 休 休 平常通り 休 休 ４（日） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

ギャラクティック・キッズ申込締切 ５（月） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り ５（月） 平常通り 平常通り

専門診療（小児科）父島 　　　　入出港日

　　　　出港日 村営バス臨時ダイヤ 　年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。

コペペ～小港遊歩道通行止め 高校図書館開放 　なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。

「ココロとカラダの応援講座」の開催（父島） 　村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

ガジュマル広場から西海岸方面指定ルート通行止め

ギャラクティック・キッズ開催

高校図書館開放

第５回教育委員会

母島巡回労働相談

巽道路終点から躑躅山植栽地分岐までの指定ルート通行止め 　　　　入出港日

ビジターセンター講演会

専門診療（産科・婦人科）父島（～１８）

10 水

11 木

12 金

日

6 土

5 金

13 土

7

9 火

14 日

16

17

火

水

18 木

19

月

15

4 木

21 日

土

金

20

月

22

火

平常通り

地域福祉
センター

村役場
情報

センター
奥村運動場診療所

●問合せ先
　村営バス営業所　　２―３９８８
　産業観光課　　　　２―３１１４

休

休

ごみ収集

焼却ごみ
収    集

12月２８日（日）～1月３日（土）の
ダイヤは、各停留所に年末に掲示いた
します。

全域回収

資源回収
（コンテナ）

扇浦交流
センター

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

休

平常通り
利用申込は
12月26日

まで

平常通り

全域回収

父　　　　　島
父島

クリーンセンター

（持ち込み）

休

休

平常通り

日付 曜日 行　事　予　定 曜日

1 月

火

29

行　事　予　定日付

30

31 水

28 日

24

資源回収物
（コンテナ）

母島支所

26 金

27 土

25 木

水

23

月

休

母　　　　　島 村 営 バ ス

扇浦線 循環線村民会館診療所
評 議 平
運 動 場

平常通り
利用申込は
12月26日

まで

天皇誕生日 


